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臨
濟
義
玄
及
び
黄
葉
希
蓮
に
つ
い
て
何
れ
の
史
傳
録
も
そ
の
生
誕
年
月
、
世
壽
、
法
騰
等
を
記
録
し
て
い
な
い
の
で
、
屡
汝
問
題
と
な

り
、
そ
の
關
連
す
る
と
こ
ろ
、
種
汝
の
意
見
が
獲
表
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。
素
よ
り
之
れ
を
正
確
に
定
め
る
こ
と
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
不
可
能
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
大
燈
に
於
て
安
當
と
考
う
べ
き
生
誕
年
代
を
叢
に
推
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
臨
濟

輝
師
傳
の
一
端
に
就
い
て
の
究
明
を
試
み
、
俘
せ
て
黄
葉
禅
師
と
の
關
係
に
及
び
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

先
ず
流
布
本
の
臨
濟
録
中
の
行
録
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る

「
臨
濟
慧
照
騨
師
塔
記
」

に

「
:
:
及

落
髪
受
具
噛
居
二於
講
騨
ハ
精
究

・砒

尼
↓
博
蹟
輕
論
↓
俄
而
歎
日
、
此
濟
世
之
讐
方
也
、
非

・教
外
別
傳
之
旨
↓
帥
更
レ衣
游
方
、
首
参

一黄
葉
一:
:
」

と
あ
る
中
に
就
い
て

「
落
髪
受
具
」
.即
ち
、
臨
濟
が
剃
落
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
の
は
二
十
歳
の
時
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。

其
は
首
書
及
び
諸
抄
に
よ
つ

(
註
i
)

て
も

明
か

で
あ

り
、

こ

こ
に
師

の
世
壽

を
槍

討
す

る
た

め
の
第

一
の
手
が

か
り

を
見

出

し
得

る
の

で
は
な

い
か
と
思

う
。

(
註
2
)

次
に
、
黄
葉
に
参
じ
て
三
度
棒
を
喫
し
た
時
を
宗
統
編
年
に
記
す
如
く
、
穆
宗
壬
寅
長
慶
二
年

(西
暦
八
二
ご
)
と
す
る
な
ら
ぽ
、
其
は

落
髪
受
具
の
後
、
講
學
の
騨

(學
校
)
に
あ
つ
て
博
く
経
律
論
の
三
藏
を
精
究
し
て
よ
り
、
律
家
を
出
で
て
膵
家
に
入
り
、
諸
方
を
游
方

し
て
黄
葉
に
到
り
、
し
か
も
黄
奨
の
會
下
に
在
つ
て
三
年
を
経
た
時
節
に
相
當
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
か

ら
、
受
具
以
後
そ
の
間
に
数
年
を
経
渦
し
た
も
の
と
推
定
し
て
凡
そ
二
十
六
、
七
歳
の
頃
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、
臨
濟
が
首



め
て
黄
壁
の
麗
を
訪
ね
た
年
を
長
慶
二
年
よ
り
三
年
前
の
憲
宗
元
和
十
四
年

(
八
一
九
)
と
す
れ
ば
、
臨
濟
は
そ
の
時
二
十
三
、

四
歳
に

相
當
す
る
こ
と
と
な
る
。
從

つ
て
、
人
天
眼
目
砂
の
十
八
歳
読
は
否
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
是
よ
り
そ
の
生
誕
の
年

を
遡
つ
て
計
算
す
れ
ぽ
、
徳
宗
貞
元
十

一
年

(七
九
五
)
乃
至
同
十
二
年

(
七
九
六
)
と
な
り
、
韓
愈
、
柳
宗
元
、
白
居
易
、

張
籍
な
ど
の

丈
豪
が
夫
汝
進
士
と
な
つ
だ
前
後
の
時
代
と
な
る
。

更
に
、
黄
奨
に
つ
い
て
見
る
に
、
宗
統
編
年
巻
十
二
に
も
記
す
如
く
貞
元
八
年

(
七
九
二
)
に
百
丈
に
参
じ
、

元
和
八
年

(八
一
三
)
に

　
な
お

　

嗣
法
し
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
矢
張
り
師
が
百
丈
に
参
じ
た
年
齢
を
凡
そ
二
十
歳
位
と
假
定
す
れ
ば
、
百
丈
か
ら
嗣
法
し

　
な

る
　

た
の
は
四
十

一
.
二
歳
と
い
う
計
算
に
な
る
。
而
し
て
、
佛
租
綱
目
な
ど
に
よ
つ
て
師
が
黄
葉
山
に
開
法
し
た
の
を
長
慶
元
年
辛
丑
の
年

(八
一=
)
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
臨
濟
が
黄
葉
の
會
下
に
到
つ
た
の
が
元
和
十
四
年
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
の
聞
に
三
年

の
開
き
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
是
れ
は
恐
ら
く
百
丈
の
寂
後
数
年
を
維
た
る
元
和
十
四
年
の
頃
に
は
既
に
黄
禦
は
高
安
縣
の
鷲
峰
山
帥
ち

黄
葉
山
に
在
つ
て
求
道
の
曾
を
読
得
し
て
居
ら
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
唯
だ
開
堂
説
法
に
よ
つ
て
大
衆
が
雲
集
し
た
時
が
長
慶
元
年
で
あ
つ

た
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
從

つ
て
臨
濟
が
首
め
て
黄
樂
に
参
じ
た
時
は
黄
葉
は
百
丈
か
ら
嗣
法
後
六
年
で
四
十
七
、
八
歳
の
時
で
あ
つ
た

と
爲
す
べ
き
で
あ
る
。

斯
の
如
く
に
し
て
黄
葉
と
臨
濟
と
の
年
令
の
差
は
、
從
來
唯
だ
漠
然
と
黄
樂
が
臨
濟
よ
り
も
十
数
歳
位
年
長
で
あ
つ
た
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
い
た
が
、
上
述
の
考
察
を
以
て
す
れ
ば
、
爾
師
の
年
齢
差
は
約
二
十
歳
乃
至
二
十

一
、
二
歳
の
隔
り
が
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
以
上
の
こ
と
か
ら
爾
師
の
入
滅
時
の
世
壽
を
次
の
よ
う
に
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
臨
濟
の
遽
化
に

つ
い
て
は
成
通
七
年
設
と

成
通
八
年
説
と
あ
り
、
更
に

一
月
十
日
説
と
四
月
十
日
読
と
が
あ
る
が
、
臨
濟
慧
照
輝
師
塔
記
に

「
威
通
八
年

丁
亥
孟
阪
月
十
日
」
と
誌

し
た
の
は
臨
濟
の
法
嗣
鎭
州
保
壽

(或
は
費
壽
)
の
延
沼
輝
師
で
あ
り
、
而
し
て
興
化
存
奨
が
之
れ
を
校
勘
し
て
い
る
限
り
、
先
づ
成
通

八
年
説
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

從
來
も
此
の
設
が

比
較
的
有
力
で
あ
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
問
題
は

一
月
か
四
月
か
に
あ
る

臨
濟
傅
及
び
臨
濟
鎌
考
異

一
三
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一
四

が
、
そ
れ
は
孟
阪
の
解
繹
如
何
に
か
か
つ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
道
行
碑
銘
及
び
臨
濟
語
録
抄
の
註
繹
を
用
い
て
四
月
説
を
信
じ
た
い
と
思

う
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
臨
濟
は
勢
宗
の
成
通
八
年

(八
六
七
)
四
見
十
日
世
壽
七
十

一
・
二
歳
で
入
寂
せ
ら
れ
た
の
焦
纏
を
。
而
し
て
黄
葉
の
示
寂
は

宣
宗
の
大
申
四
年

(八
五
〇
)
八
月
で
あ
る
か
ら
、
其
世
壽
は
七
十
八
ま
た
は
七
十
九
歳
と
算
定
せ
ら
れ
る
。

同
時
に
ま
た
黄
葉
の
生
誕

は
代
宗
の
大
暦
六
年

(七
七
一)
ま
た
は
大
暦
七
年

(七
七
二
)
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、

こ
れ
ま
で
飴
り
詮
索
せ
ず
に
放
置
し
て
あ
つ
た
此

　
が

　
　

れ
等
の
問
題
に
光
明
を
鮎
じ
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

口

周
知
の
如
く
、
臨
濟
は
黄
藁
か
ら
三
頓
棒
を
喫
し
た
る
後
、
大
愚
の
下
に
於
て
大
悟
し
て
「
元
來
黄
漿
の
佛
法
多
子
無
し
」
と
喝
破
し

●
た
の
で
あ
る
が
、
再
び
黄
禦
の
庭

へ
却
回
し
て
商
量
の
末
、
黄
藁
か
ら
そ
の
大
機
大
用
を
稽
揚
せ
ら
れ
て
途
に
印
可
を
與
え
ら
れ
た
。
之

れ
に
つ
い
て
臨
濟
録
の
行
録
は

「
黄
葉
云
、
這
風
顛
漢
却
來
這
裏
将
虎
薮
、
師
便
喝
、
黄
簗
云
、
侍
者
引
這
風
顛
漢
参
堂
去
、」
と
記
し

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
佛
租
綱
目
に
於
て

「
希
運
輝
師
傳
法
義
玄
」
と
し
て
賓
暦
二
年
丙
午

(
八
二
六
)
の
事
件
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

帥
ち
、
か
の
首
座
睦
州
の
慈
悲
に
誘
導
せ
ら
れ
て
黄
壁
の
室
に
入
り
、
三
度
佛
法
的
λ
の
大
意
を
問
う
て
三
度
打
た
れ
た
時
か
ら
四
年
後

　
　
ず
　

の
こ
と
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
愚
の
下
で
道
眼
が
開
け
る
ま
で
に
は
、
臨
濟
は
や
は
り
行
業
純

一
な
態
度
で
可
成
り
辛
参
苦
修

を
重
ね
ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
適
當
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
録
に
於
て
師
は
往
時
を
追
懐
し
て

「
山
信
往
日
未
有
見
虞
時
、
黒
漫

汝
地
光
陰
不
可
室
過
、
腹
熱
心
忙
、
奔
波
訪
道
、
後
還
得
力
始
到
今
日
、
共
道
流
如
是
話
度
云
々
」

と
説
か
れ
て
い
る
が
、
さ
き
の
四
星

霜
の
刻
苦
精
修
を
偲
ば
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
Q

そ
の
後
の
臨
濟
の
行
履
に
つ
い
て
は
年
代
的
に
正
鵠
を
期
し
難
い
が
、
悟
後
の
修
行
の
族
に
上
り
、
徳
山
、
濡
山
、
趙
州
等
を

歴
訪



し
、
ま
た
狙
堂
集
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
如
く
大
愚
の
晩
年
十
余
年
間
を
高
安
灘
頭
の
山
申
に
奉
侍
し
つ
っ
、
武
宗
に
よ
る
會
昌
破
佛
の
難

を
避
け
て
居
ら
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

扱
て
宗
統
編
年
巻
十
八
の
絡
の
と
こ
ろ
を
見
る
と

「
歴
年
表
日
、
自
臨
濟
首
建
宗
旨
於
唐
大
申
三
年
己
已
、
至
宋
開
寳
六
年
癸
酉
申
間
、

五
宗
諸
狙
迭
興
、
互
相
蘭
化

一
花
五
葉
:
:
五
宗
盛
化
凡

一
百
二
十
四
年
」
と
あ
り
、
臨
濟
の
開
法
か
ら
宋

の
開
賓
六
年
即
ち
臨
濟
第
四

世
風
穴
延
沼
が
示
寂
す
る
に
至
る
ま
で
の
約
百
二
十
四
年
間
を
五
家
の
全
盛
期
と
爲
し
、
臨
濟
が
宗
旨
を
建
立
し
た
の
を
唐
の
大
中
三
年

　
ま
お
　

と
定
め
て
い
る
o
し
か
し
ま
た
道
行
碑
銘
に
よ
れ
ぽ

「
唐
宜
宗
大
申
八
年
行
脚
至
眞
定
、
住
干
城
東
南
臨
濟
院
、
以
其
近
於
淳
佗
之
津
波
、
途
以
臨
濟
自
名
」

と
言
い
、
通
常
は
趙
人
の
請
に
よ
つ
て
臨
濟
院
に
佳
し
た
時
を
大
申
八
年

(八
五
四
)
と
し
て
疑
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

佛
狙
綱
目
巻

三
十
三
に
於
て
も
大
申
八
年
甲
戌
に
開
法
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

謂
う
に
、
黄
葉
の
示
寂
は
大
中
四
年
で
あ
り
、
當
然
そ
れ
以
前
に
臨
濟

へ
の
傳
法
が
行
わ
れ
た
と
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
Q
行
録
に
於
け

る
か
の
破
夏
の
因
縁
と
し
て
重
要
硯
せ
ら
れ
る

一
條
に
あ
つ
て
は
、
師
は

一
日
黄
漿
を
辮
し

「
不
是
河
南
便
節
河
北
」
と
述
べ
る
や
黄
彙

便
ち
打
つ
、
師
約
佳
し
て

一
掌
を
與
う
れ
ば
黄
禦
は
大
笑
の
後
、
百
丈
先
師
の
灘
版
机
案
を
臨
濟
に
授
け
て
傅
法
の
信
誰
と
し
た
の
で
あ

る
が
、
こ
の
時
を
以
て
大
中
三
年

(八
四
九
)
と
爲
し
、

既
に
此
の
年
黄
葉
の
庭
を
去
つ
て
臨
濟
院
に
佳
し
た
と
す
る
も
決
し
て
不
合
理

と
は
思
え
な
い
。
宗
統
編
年
巻
十
四
大
中
十
三
年
の
條
に

「
考
定
」
を
附
記
し
て

「
蓋
狙
大
申
初
、
開
法
鎭
州
臨
濟
、
三
聖
大
畳
及
奨
等
先
後
從
之
参
悟
、
逮
威
通
以
後
、
祀
因
兵
革
欲
離
河
北
云
々
」

と
主
張
し
て
い
る
o

斐
休
が
宛
陵
を
鎭
め
て
輝
院
を
建
て
黄
葉
を
開
元
寺
に
拝
請
し
て
熱
心
に
説
法
を
嘉
聞
し
た
の
は
大
申
二
年

(
八
四
八
)
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
臨
濟
は
そ
の
頃
既
に
大
愚
の
遜
化
後
で
あ
つ
た
爲
に
、
狙
堂
集
の
傳
え
る
如
く
、
大
愚
の
遺
囑
に
随
つ
て
黄
壁
の
膝
下
に
韓
り
釜

臨
濟
傅
及
び
臨
濟
録
考
異

一
五



縄
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六

　な
　
　

釜
精
彩
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
頃
の
機
縁
語
句
が
主
と
し
て
行
録
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

故
に
師
が
臨
濟
院
に
あ
つ
て
釜
汝
名
聲
を
博
し
求
道
の
信
俗
が
雲
集
す
る
に
及
ん
で
開
鑓
演
法
し
た
の
は
大
申
八
年
以
後
で
あ
る
と
し
て

も
、
は
じ
め
て
臨
濟
院
に
居
住
し
た
の
は
黄
漿
か
ら
傳
法
の
後
間
も
な
い
こ
と
と
し
て
、
宗
統
編
年
は
大
申
三
年
宗
旨
建
立
の
説
を
主
張

し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
成
通
年
間
の
始
め
頃
に
兵
齪
が
起
つ
て
大
尉
獣
君
和
の
邸
宅

へ
移
ら
れ
る
ま
で
五
、
六
年
乃
至
十
年
間
は
淳
佗
河

の
絆
の
臨
濟
院
に
佳
せ
ら
れ
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
大
申
三
年
は
臨
濟
の
年
令
五
十
三
ま
た
は
五
十
四
歳
と
な
り
、

大
中
八
年
に
は
五
十
八
、
九
歳
と
算
せ
ら
れ
る
。
獣
君
和
の
宅
に
移
ら
れ
た
の
を
成
通
元
年
の
頃
と
す
れ
ば
師

の
年
令
六
十
四
、
五
歳
に

　
お
り
　

相
當
す
る
。
更
に
河
南
府
に
到
り
王
常
侍
の
作
れ
る
臨
濟
院
に
入
ら
れ
た
の
を

宗
統
編
年
に
從
つ
て
成
通
三
年

(八
六
ご
)
と
す
れ
ば
師

は
當
時
六
十
六
、
七
歳
で
あ
り

(同
年
存
奨
は
興
化
寺
に
住
し
て
い
る
)
大
名
府
の
興
化
寺
に
迎
え
ら
れ
て
閑
居
の
絵
生
に
入
ら
れ
た
の
を
威

通
七
年

(
八
六
六
)
從
つ
て
七
十
ま
た
は
七
十

一
歳
の
時
と
す
れ
ば
そ
の
間
大
髄
四
ケ
年
と
数
え
ら
れ
、

存
奨
に
執
侍
せ
ら
れ
て
陵
然
自

適
の
境
に
遣
遙
せ
ら
れ
た
の
は
晩
年
の
僅
か

一
年
間
に
過
ぎ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
河
北
に
法
憧
を
高
く
掲
げ
て
よ
り
猫
脆
無
依
、
無

位
の
眞
人
の
機
鋒
す
さ
ま
じ
き
こ
と
實
に
十
七
年
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
そ
の
晩
年
は
馬
防
が
臨
濟
録
序
に
松
老
雲
閑
陵
然
自

適
と
言
え
る
如
く
、
眞
に
老
閑
の
胸
申
盧
廓
に
し
て
法
界
と

一
如
な
る
こ
と
松
雲
の
風
情
に
も
比
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
と
偲
ば
払
翻
o)

因
み
に
、
天
聖
廣
燈
録

(巻
十
)
、
佛
組
歴
代
通
載

(第
+
七
巻
)、
傳
燈
録

(第
+
二
巻
)、
聯
燈
會
要

(巻
九
)
、
編
年
通
論

(第
二
+
七
巷
)

等
に
は
臨
濟
ま
さ
に
示
寂
せ
ん
と
し
て
付
法
の
偶
を
説
い
て
曰
く

「
松
ノ流
不
レ止
問
如

何
↓
眞
照
無
邊
説
二
似
他
↓
離
γ相
離
レ名
如
不
レ

へ
お
ほ
　

稟
、
吹
毛
用
了
急
須
レ磨
」
と
。

而
し
て
通
論
に
よ
れ
ば
恰
か
も
存
奨
に
與
え
る
が
如
く
に
見
え
、
廣
燈
録
を
は
じ
め
聯
燈
、
傳
燈
、
會

元
、
會
要
、
通
載
に
て
は
凡
て
三
聖
慧
然
に
示
せ
る
が
如
く
で
あ
る
。

馬
防
は

「
戻
止
大
名
、
興
化
師
承
、
東
堂
迎
侍
」
と
記
し
て

一
見
師
を
東
堂

へ
迎
え
て
か
ら
後
に
興
化
に
封
す
る
傳
法
の
儀
が
あ
つ
た



よ
う
に
も
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
'實
は
興
化
は
大
申
年
間
に
臨
濟
に
始
め
て
参
じ
た
る
後
、
三
聖
及
び
大
畳
に
参
じ
大
畳
の
下
で
大
悟

　
　
　
　

せ
し
こ
と
は
其
の
傳
に
よ
つ
て
明
か
で
あ
り
、
ま
た
臨
濟
を
興
化
寺
に
迎
え
る
以
前
、

多
分
大
中
九
年

(八
五
五
)
乃
至
十
年
頃
に
臨
濟

か
ら
印
可
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
故
、前
記
の
傳
法
偶
も
三
聖
に
示
さ
れ
た
も
の
と
見
倣
す
べ
き
こ
と
は

「誰
知
吾
正
法
眼
藏
向
二

這
膀
縢
邊
一滅
却
」

の
付
囑
と
相
侯
つ
て
殆
ん
ど
疑
う
の
飴
地
が
な
い
。

若
し
然
り
と
す
れ
ぽ
、
傳
法
偶
と
し
て
重
ん
ず
べ
き
此
の
偶
を

何
故
に
臨
濟
録
に
載
せ
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
甚
だ
不
審
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
案
ず
る
に
、
慧
然
集
な
る
臨
濟
録
な
る
も
の
は
唯

だ
所
謂
上
堂
、
示
衆
、
勘
辮
な
ど
に
厨
す
る
部
分
の
み
が
輯
録
せ
ら
れ
て
居
て
、
行
録
そ
の
他
傳
記
に
關
す
る
章
句
な
ど
は
包
撮
せ
ら
れ

て
居
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
、
帥
ち
時
代
の
推
移
と
共
に
臨
濟
録
の
内
容
に
攣
化
が
あ
つ
た
こ
と
を
想
わ
し
め
る
誰
撮
で
あ
る
と
考
え
た

い
の
で
あ
る
。
次
に
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
考
を
進
め
よ
う
。

陸
川
堆
雲
居
士
の

「
臨
濟
及
臨
濟
録
の
研
究
」
で
は
、
臨
濟
録
が
三
聖
慧
然
の
編
集
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
殆
ん
ど
全
く
否
定
的
で
あ

(
註
14
)

る
。
い
ま
書
史
學
的
な
嚴
密
を
期
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
最
初
に
開
板
せ
ら
れ
た
時
の
臨
濟
録
が

「
住
三
聖
嗣
法
小
師
慧
然
集
」
で

あ
る
こ
と
だ
け
は

一
慮
信
ず
べ
き
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
て
聯
か
卑
見
を
開
陳
し
て
置
き
度
い
と
思
う
。

宇
井
伯
壽
著
、
「
第
二
、
暉
宗
皮
研
究
」
(四
九
五
頁
)
に
よ
れ
ぽ
、

一
四
三
七
-

一
四
四
〇
年
頃
に
臨
濟
録
の
二
本
が
存
し
た
も
の
と

(
註
15
)

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
謂
う
に
、
若
し
二
本
ま
た
は
二
系
統
の
臨
濟
録
が
存
し
た
と
す
れ
ば
、
其
は
更
に
古
く
既
に
興
化
存
奨
示
寂
の
九

二
五

(丈
徳
元
年
)
か
ら
、
現
在
流
通
の
臨
濟
録
が
重
刊
せ
ら
れ
た

一
=

一〇

(宣
和
二
年
)
ま
で
の
問
に
於
て
、
或

は
二
本
の
存
在
を
見
た

か
も
知
れ
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
最
初
慧
然
が
集
録
し
も
の
は
勿
論
現
在
の
流
布
本
と
は
異

つ
た
内
容
の
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
が
凡
そ
存
奨
の
寂
後
の
頃
か
ら
途
に
改
攣
せ
ら
れ
て
現
在
の
如
き
臨
濟
録
と
な
つ
て
開
板
せ

臨
濟
一傅
及
び
臨
濟
録
考
異

一
七



縄

學

研

究

一
八

ら
れ
る
に
至
り
、
其
が
後
に
再
び
輻
州
鼓
山
圓
畳
宗
演
に
よ
つ
て
宣
和
二
年
に
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
ま
た
、
四
家
語
録
、
五
家
語
録
は
共
に
古
尊
宿
語
録
と
同

一
系
統
の
も
の
で
あ
る
し
、
流
布
本
臨
濟
録
も
亦
こ
の
系
統
に
属
す

る
と
冒
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
本
の
臨
濟
録
が
若
し
あ
つ
た
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
其
は
恐
ら
く
天
聖
廣
燈
録
及
び
聯
燈
會
要
、

御
選
語
録
な
ど
の
系
統
に
屡
し
た
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
。
前
者
が
少
く
と
も
勘
辮
行
録
の
斑
分
と
塔
記
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
に
比

す
れ
ば
、
後
者
は
そ
れ
ら
の
匠
分
も
な
く
塔
記
を
も
含
ま
な
い
窯
に
於
て
相
違
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
聖
慧
然
と
の
關
係
を
全
然
承
認
し
な
い
と
い
う
が
如
き
は
甚
だ
憶
測
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
稿
で
は
慧

然
集
臨
濟
録

の
問
題
を
開
明
し
て
見
よ
う
。

流
通
本
臨
濟
録
の
行
録
の
後
部
に
於
け
る

「
師
誰
義
玄
曹
州
南
華
人
也
」

以
下
は
、
古
尊
宿
語
録
で
は

興
化
騨
師
語
録
の
次
に
あ
る

「
臨
濟
慧
照
騨
師
塔
記
」
に
相
當
す
る
も
の
で
、
臨
濟
の
法
嗣
保
壽
の
延
沼
の
書
、
而
し
て
興
化
存
奨
が
之
れ
を
校
勘
せ
し
旨
を
附
記
し

て
い
る
故
、
慧
然
所
集
の
臨
濟
録
申
に
は
入
つ
て
居
な
か
つ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
と
言

つ
て
よ
い
。
古
來
こ
の
部
分
を
除
い
て
他
は
す

べ
て
慧
然
所
集
と
信
ぜ
ら
れ
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
慧
然
が
集
録
し
た
の
は
古
奪
宿
語
録
巻
四
所
載
の
部
分
だ
け
で
あ
つ
て
、
巻

五
に
あ
る

「
臨
濟
膵
師
語
録
之
飴
」
と

「行
録
」
と
は
別
本
と
し
て
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
慧
然
に
よ
つ
て
集

め
ら
れ
た
と
信
ず
べ
き
部

分
、
帥
ち
臨
濟
録
の
最
初
の
も
の
は
、
要
す
る
に
勘
辮
の

「有
定
上
座
到
参
聞
如
何
是
佛
法
大
意
」
の
節
を
最
後
と
し
て

「
定
方
禮
拝
忽

然
大
悟
」
で
絡
結
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

古
尊
宿
語
録
は
南
宋
紹
興
の
初
め
頃
願
藏
主
が
編
集
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
1

重
刻
は
紹
興
十
四
年

(
一
一
四
四
)1

多
分
慧
然

所
集
の
語
録
の
外
に
李
遵
島
編

「天
聖
廣
燈
録
」
(景
鮪
三
年
一
〇
三
六
)
或
は
其
億
の
書
か
ら
集
録
し
た
結
果
が
現
存
の
古
尊
宿
語
録
に

見
る
如
き
慧
然
集
、
語
録
之
飴
、
行
録
の
三
部
分
と
し
て
並
記
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

然
る
に
廣
燈
録
等
が
略
ぽ
そ
れ
ら
三
部
分
の
す
べ
て
と
同
じ
臨
濟
の
機
縁
語
句
傳
記
等
を
何
等
の
匿
分
も
な
く

一
括
し
て
い
る
と
こ
ろ



よ
り
其
の
影
響
も
あ
つ
て
の
こ
と
か
、
右
の
三
部
分
を
す
べ
て
慧
然
集
の
語
録
と
し
て
最
初
所
集
の
勘
辮
に

つ
づ
け
て
附
加
す
る
に
至

　
　
　
　

り
、
勘
辮
の
部
の
重
複
す
る
と
こ
ろ
を
少
し
く
削
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
行
録
の
部
に
於
て
は
、
克
符
と
の
因
縁
及
び
四

照
用
の
示
衆
な
ど
重
要
な
各
節
を
途
に
脆
漏
し
て
し
ま
つ
た
結
果
に
な
つ
て
い
る
。
是
れ
に
よ
つ
て
見
る
に
、
行
録
は
語
録
之
鯨
と
共
に

合
し
て

一
本
を
成
し
て
い
な
か
つ
た
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
古
奪
宿
語
録
と
以
上
の
よ
う
に
増
補
せ
ら
れ
た
臨
濟
録
と
は
夫
汝
別
の
、

(
註
罪
)

と
こ
ろ
か
ら
其
部
分
を
牧
録
し
た
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

斯
く
の
如
く
、
何
人
か
の
手
に
よ
つ
て
最
初
の
臨
濟
録
は
何
時
の
間
に
か
増
大
せ
ら
れ
て
語
録
と
し
て
の
完
全
性
が
期
せ
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
そ
の
間
に
或
は
そ
の
後
に
於
て
、
結
局
延
沼
の
撰
し
た
塔
記
を
も
無
雑
作
に
附
加
し
て
以
て
、
そ

の
全
膣
を
慧
然
集
臨
濟
録

な
る
か
の
如
き
感
を
興
え
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
Q
而
し
て
圓
畳
宗
演
が
重
開
す
る
以
前
既
に
其
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。

斯
様
に
考
察
し
て
來
る
と
、
今
日
流
通
し
て
い
る
臨
濟
録
成
立
の
経
緯
を
跡
づ
け
る
爲
の
典
擦
と
し
て
、
古
尊
宿
語
録
は
極
め
て
關
係

深
く
意
義
あ
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
之
と
は
關
係
な
し
に
編
集
せ
ら
れ
た
と
考
う
べ
き
天
聖
廣
燈
録
は
そ
の
順
序
及
び

匠
分
に
つ
い
て
は
可
成
り
錯
雑
し
て
は
居
る
が
、
却
つ
て
語
録
と
し
て
の
内
容
上
臨
濟
の
家
曲
宗
風
を
示
す
爲
に
便
値
あ
る
も
の
を
現
在

流
布
の
臨
濟
録
以
上
に
掲
載
し
て
い
る
黙
で
は
ま
た
注
目
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
Q
例
え
ば
巻
十
三
に
四
料
棟
の
垂
示
を
叙
し
た
次
に

碩
及
び
三
十
八
首
の
頭
を
載
せ
、
ま
た
定
上
座
と
の
因
縁
を
詳
し
く
傳
え
る
等
の
外
、
臨
濟
が
遷
化
に
臨
ん
で
上
堂
し
て

「吾
滅
後
不
得

滅
却
吾
正
法
眼
藏
」
と
云
い
三
聖
と
問
答
の
後
遺
偶
を
唱
え
、
法
座
上
に
於
て
端
然
示
寂
し
た
と
い
う
格
別
の
こ
と
を
他
の
史
傳
録
に
は

傭
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
特
に
重
要
覗
せ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
思
う
。

絡
り
に
一
言
す
べ
き
は
、
現
在
の
臨
濟
録
の
全
膿
と
存
奨
の
校
勘
と
は
無
關
係
で
あ
る
こ
と
を
朝
比
奈
宗
源
師
も
指
摘
し
て
居
ら
れ
る

(
謎
18

)

が

、
然

し
そ

の
理

由
が

軍

に
存

奨

が

三
聖

の
後

進

で
あ

る

か
ら
と

い
う

の
で
あ

つ
て
は

な
ら

ぬ
と

思

う
。
存

奨

は
慧

然

が

三
聖

に
住

し
た

臨
濟
傅
及
び
臨
濟
録
考
黒
ハ

一
九



輝

學

研

究

二
〇

時
に
第

一
座
に
居
つ
て
補
佐
を
つ
と
め
て
居
り
、
ま
た
後
に
大
畳
の
虚
で
開
悟
す
る
爲
の
助
縁
と
な
つ
た
三
聖
を
助
褒
の
友
と
し
て
、
奪

敬
し
つ
つ
親
交
を
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
三
聖
所
集
の
書
を
考
勘
校
閲
し
た
と
し
て
も
何
等
僑
越
と
も
思
わ
れ
ず
、
場
合
に
よ
つ
て

は
か
か
る
可
能
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
大
光
明
藏
の
撰
者
賓
曇
は

「臨
濟
之
門
有
寳
壽
三
聖
興
化
、
猫
馬
租
之

門
有
百
丈
南
泉
齢
宗
也
云
々
」
と
並
べ
推
讃
す
る
と
共
に

「
興
化
似
臨
濟
而
淵
粋
」
之
評
し
て
い
る
程
で
あ
る
。

然
し
・
薮
で
は
決
し
て
流
布
本
臨
濟
録
の
全
般
に
渉
る
存
奨
の
校
勘
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
既
述
の
如
く
三
聖
所
集
の

最
初
の
も
の
に
古
尊
宿
語
録
中
に
存
す
る
臨
濟
輝
師
語
録
之
絵
及
び
行
録
更
に
は
塔
記
を
附
加
編
入
す
る
際
に
、
そ
れ
ら
の
部
分
に
就
て

は
存
奨
の
校
勘
が
あ
り
得
る
と
の
幾
分
の
可
能
性
を
推
測
す
る
鯨
地
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
の
虞
立
誰
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
先
ず
延
沼

の
塔
記
を
校
勘
し
た
と
い
う
こ
と
に
止
め
て
置
く
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
流
布
本
臨
濟
録
の
原
板
成
立
に
就
て
存
奨
は
全
く
關
與
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
す
れ
ば
、
其
は
大
膣
に
於
て
存
奨
の
寂
後

に
及
ん
で
無
名
の
人
に
よ
つ
て
集
成
せ
ら
れ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
慧
然
は
自
分
の
着
て
い
る
衣
に
筆
爲
し
て
臨
濟
録
の
稿

を
集
め
た
と
も
傳
え
ら
れ
る
が
、
其
が

一
本
と
し
て
世
に
出
た
の
は
臨
濟
の
寂
後
間
も
な
い
頃
で
あ
ろ
う
し
、
現
在
流
通
の
臨
濟
録
が
成

立
し
た
の
は
、
從

つ
て
其
よ
り
少
く
と
も
約
六
十
年
以
後
の
こ
と
と
見
る
の
が
適
當
で
あ
る
と
信
ず
る
。
(
一
九
五
六
、
二
、
五
)

註
(
1
)

臨
濟
語
録
撮
要
砂
五

(
四
ご
頁
)
及
び
臨
濟
語
録
抄
四

(
五
四
頁
)

に

「
沙
門
年
二
十
受
具
足
戒
」

と
あ
る
。

(
2
)

宗
統
編
年
巻
十
三

(
績
藏
第
武
拾
套
第
武
冊
)

に

「
義
玄
問
法
祀
三
度
賜
棒
」

と

「
祀
佳
箔
州
黄
葉
」
を
同
年
と
し
て
い
る
。

(
3
)

佛
祀
綱
目
巷
三
十
二

(
綾
藏
第
拾
九
套
第
参
冊
)

(
4
)

百
丈
繹
師
は
元
和
九
年

(西
暦
八

一
四
)
正
月
十
七
日
九
十
五
歳
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
前
年
に
黄
樂
は
傅
法

し
た
こ
と
と
な
る
。

(
5
)

岡
田
宜
法
師
は

「
輝
學
綱
要
」
(
八
十
八
頁
)

に
て
威
通
七
年
論
を
探
り
、
八
十
蝕
歳

の
齢

を
重
ね
て
示
寂
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
是
れ
は
信

じ
難
い
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
組
堂
集

(
第
十
九
)
で
は

「
威
通
七
年
丙
戌
歳
四
月
十

日
示
化
」
と
し
、
天
聖
廣
燈
録

(
巷
十
)
も

「
威
通
七



年

丙
戌

四
月
初

十

日
L

と
し

て
、

比
較

的
古

い
史
料

が
威

通

七
年
論

を

立
て

て
い
る
。
け

れ

ど
も
今

は
之

れ
を
探
ら

な

い
理
由
・を
読

明

し
た
。

(
6
)

因

み
に
大
暦

六
年

は
潟

山

の
生
れ

た
年

に
當

り
、

大
暦

七
年

は
白
居

易

及
び
劉
禺

錫
が

生
れ

た
年

で
、

柳
宗

元

の
生
れ

た
前

隼

に
相

當

す
る
。

(
7
)

陸

川
堆
雲
居

士
著

「
臨
濟

及

び
臨
濟
録

の
研
究
」
(
一
五

三
頁
)

に
於

て
三
問

三
打

の
因
縁

に
於

け

る
無

名

の
首
座

は
果

し
て
陳
尊
宿

睦
州

な
り

や
否

や

に

つ
い
て
疑

問

を
獲

し
、
若

し
睦
州

な
り

と
す
れ
裸

臨
濟
録

の
編

者
慧
然

を
却

つ
て
否
定

せ

ね
ば
な

ら
ぬ
結
果

に
な

る

と
い
う
主
張

を
爲

さ

れ
て

い
る
。
然

し
繹

氏
稽

古
略

及
び

正
宗

賛
睦

州
傅

を

は
じ
め
諸
抄
等

一
般

の
通

読

に
從

つ
て
置

い
て
よ

い
と
思
う
。

宗
統

編
年

巻
十

三
に

は

長
慶

ご
年
睦
州

が
黄

葉

の
下

に
來

つ
て
第

一
座

に
居

る

こ
と
を
記

し
て

い
る
が
、

之
を
正

し

い
と
す

れ
ば
彼

が
四
十

三
歳

の
時

に
臨
濟

は
彼

の
指

示

を
受
け

た

こ
と
と

な
る
。
困

み

に
睦
州

は
僖

宗
乾

符
四
年

丁
酉

(
八
七
七
)
壽

九
十

八
歳

の
示
寂

で
あ
る

。

(
8
)

宗
統

編
年

巷
十

四

に
は

「
宣
宗

己
巳

入
中

三
年
正

月
五
色
雲

中
佛

見
金
身

、
首
建

臨
濟
宗

第
十

一
世
租

嗣
宗
統

」

と
あ

り
。

(
9
)

爬

堂
集

に
よ
れ
ば

、
師

は
大
愚

に
十
蝕

年
間

を
奉
侍

し

た
が
、
大
愚

は
遷

化

に
臨

ん
で

「
子

自
ら
卒

生

に
そ
む

か
ざ

れ
、

叉
乃

ち
吾
が

一
生
を

絡

え

し
已
後
出

世

し
て
傅

心
第

一
と
し
、
黄

葉

を
忘

る
る

こ
と
莫

れ
」

と
師

に
囑

し
て

い
る
・

(
10
)

王

は
姓
、
常
侍

は
宮

名

で
あ
る
。
裏

州

王
敬
初

ま

た
は
王
公
敬

と
い
う
。
潟

山
露

鮪

の
法

嗣

で
あ
る
。

(
祀

堂
集

二
十

、
傅

燈
十

一
、
會

元
九

滲

照

)

(
11
)

柴
山

全
慶

師
著

「
臨

濟
輝

の
性
格
」
(
佛
教

標
準
叢
↑書
)

七

四
頁

に
は
臨
濟
院

に
佳

せ
ら

れ
た
年
代

を
矢

張

り
通

設

の
大

中

八
年
読

を
採
用

し
、

そ

の
頃

を
師

の
四
十

五
六
歳

と
推
定

し

て
居

ら

れ
る

。
ま

に
同
書

七

六
頁

に
は
馬
防

の
臨
濟

録
序

に
於
け

る
表
現

の
中

に

は

「
何

か
功

成

り
名

途

げ
た
粕

當
年
輩

の
老
境

の
如

き
感

を
示
唆

す
る

も

の
が
」

あ

る
が
、
果

し
て
如
何

と
疑

惑

を
示

し
て

い
ら
れ

る
が
、
決

し

て
是

れ

は
馬
防

の
麗

筆
・

の
綾

で
は
な

い
と
言

は
ね
ば

な
ら

ぬ
。

(
12
)

「
如
不
稟
」

を
聯
燈

に
は

「
人

不
委
」

と
し
、

天
聖
廣

燈
銀

及

び
五
灯
會

元
並

び

に
繹

氏
稽
古

略

に
は

「
人

不
稟
」

と
な

つ
て
い
る
。

ま
た
「
急

須

磨
」

を
廣
燈

録
及

び
聯
燈

は

「
急

還
磨
」

と
し
て

い
る
。

(
13
)

興
牝
輝

師
語
録

に

「
三
聖
爲

我
太

孤
、
便
合

承
嗣

大
畳
、

大
畳
儒

我
太
瞼

、
我

於

三
聖

虞
會

得
賓

主
句
、
若

不

遇
大
畳

師
兄
、
泊

乎

誤
却
我

雫

生
、
我
於

大
畳
虎

喫
棒

、
見
得

臨
濟
先

師
在
黄

桀
慮
喫

棒
底

道

理
」

と
あ
り
。

臨
濟

傅

及
び
臨
濟

録

考
異

二

一



輝

學

研

究

一=

一

(
14
)

同
著
第

五
章

に
は
種

々
の
理
由

を
提

示
し

て
慧

然

の
集
録

た
る

こ

ン
一.を
非
常

に
疑
問

と
な

し
、

途

に
結

論

と
し

て
大
慧

の
法

嗣

に
あ

る
同
名

の

慧

然

の
集

編

し
た
も

の
と
想
定

し
、
更

に
圓

畳
宗

演

の
重

開
板

は
間

も
な

く
浬
滅

し
た
る
を
復

び
線

し

て
此

の
慧

然
が

刊
行

し

た
ら
し
く
、

後

に

至

つ
て
三
聖
慧
然

と
間

違

わ
れ
て

し
ま

つ
た

の
で
あ

ろ
う

と
言

い
、

ま
た
圓
畳

宗
演

の
版

は
寧

ろ
初

版

で
は
あ

る
ま

い
か
等

と
何

れ
も
極

め
て
斬

新
な
設

を
蓮

べ
ら
れ

て

い
る
。

蝕

に

は
同

著

に

つ
い
て
詳

細

な
批
評

を
爲
す
絵

砧

は
な

い
が
、

然

し
從

來

の
三
聖
慧

然
設

を
覆

す

に
足

る
十

分

の

史
的
根
掠

が
あ

る
と

は
思

わ

れ
な

い
。

(
15
)

宇
井

博
士

は

「
古
尊

宿
語
録

に
よ
る
臨
濟

録

は
通
常

流
布

し
て
居

る
臨
濟

録

よ
り
も
其

後
部

に
於

て
少

し
多

い
」

と
言

わ

れ
る
が

、
古
算
宿

語

録

は
主

と
し

て
蓮

常
流
布

し

て

い
る
臨

濟
録

の
某

本

と
な

つ
た
も

の
か
ら
集
録

し
、

そ

れ

に
他

の
書

の
も

の
が
挿

入
し

て

い
る

の
で
あ

つ
て
、
そ

の
多

い
部

分

と
は
克
符

と
の
因

縁

及
び
四

照
用

な
ど

の
節

で
あ

る
。

(
16
)

臨

濟
輝

師
語
録

之
蝕

の
胃
頭

は

「
師

問
洛
浦

云
從

上
來

一
人
行
棒

一
人

行
喝

云

凌
」

に
績

い
て

「
一
日
大
畳
到
滲

師
爆

起

彿
子

云

々
」

と

い
う

二
節

で
始

ま

つ
て

い
る
が
、
是

れ

は
懸

然
所

集

の
語
録

の
勘
辮

の
経

り

の
方

に
既

に
載

つ
て

い
る
か
ら

之
れ

を
省
き
、

前
蓮

の
「
有
定

上
座
到

参
」

の
節

か
ら
直

に

「
麻

谷
到
滲
」

の
節

に

つ
づ

け
て
現

在

の
流
布

本

に
見
る

が
如
き
勘
辮

の
部
が

成
立

し
た

の
で
あ

る
。

(
17
)

古
軍
宿

語
録

全
燈

に

つ
い
て

は
字
井

博

士

の
研
究
が

あ
り
(
第

二
輝
宗

史
研
究

第

六
)
、
特

に
臨
濟
録

に
關
連

す

る
事
柄

に
つ

い
て
朝

比
奈
宗

源

課
註
臨
濟
録

(
岩
波
丈
庫
)

一
一
頁
ー

{
六
頁
に
種

々
の
見
解
が
獲
表
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
更

に
現
在
流
布
本
に
敏
け
て
い
る
四
照
用
の
節
を

示
衆

の

一一
に
挿

入

し
、

ま
た
普
化

の
因

縁
を
勘
辮

の
六

に
添
加

し

て
檜
補
…校

訂

を
な
さ

れ
て

い
る
。

し

か
し
克

符

と

の
因
縁

は
増

補

せ
ら
れ

て
居

な

い
。

(
18
)

前
掲
書

一
五
頁

、
而

し
て
興

化

は
師
兄

の
三
聖

や
大
畳

に
よ

つ
て
道
業

を
成

就

し
た
後
進

で
あ
る

か
ら
三
聖

所
集

の
も

の
を
校
勘

す

る
資

絡

示

な

い
よ
う

に
言

わ
れ
て

い
る
。
然

し
其

は
必
ず

し
も

安
當

な
見
解

と
は
思

わ
れ
な

い
。


